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文献紹介
野村幸正著
『「教えない」教育 徒弟教育から学びのあり方を考える』
（（有）二瓶社 2003年10月10日 本体1380円＋税）
「『教えない』教育」とは、随分、逆説的なタ
イトルである。「教育」とは、そもそも「教え
育む」と書くではないか。特に、学校教育に
とっぷり浸かっている現代人にとっては、「教
えない」ことで成り立つ教育があるなどとは、
想像することすら難しい。単に教師の手抜きの
話ではないかとすら思ってしまう。
しかし、この学校教育全盛の現在でも、ひと
たび伝統芸能や「わざ」の世界に目を向けてみ
ると、今なお「教えない教育」が脈々と受け継
がれていることに気がつく。このような世界で
の教育は「徒弟教育」と呼ばれているが、それ
は、社会が近代化するにつれて、封建的である
とか、非効率的であるなどの理由で、積極的に
排除されてきたもののはずである。それがなぜ、
これらの世界では、今なお受け継がれているの
だろうか。
徒弟の世界では昔から「わざは盗むもので、
教えてもらうものではない」と言われている。
それは、「わざ」とは、表現できる「形」だけ
でなく、表現できない「間」をも含むものだか
らである。「わざ」の形成には、この「間」の
獲得が不可欠であるが、これは言葉によって教
えることは不可能で、弟子は師匠と場を共有す
る中で体得してゆくしかない。
しかし、師匠と場を共有するといっても、そ
こで師匠が手取り足取り教えてくれるわけでは
ない。師匠から出されるのは、「駄目」とか
「もう一度」といった、ごく簡単な評価だけで
ある。これが「教えない教育」たる所以だが、
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学校教育で同じことをしたら、生徒は途方にく
れ、教師の手抜き以外の何物でもないとみなさ
れるだろう。「わざ」の世界には、これを教育
たらしめる様々な仕掛けが埋め込まれている。
だから教えなくても、弟子は一人前に育つので
ある。この本の中で、著者は一つずつその仕掛
けを明らかにしている。
ここで、「教えない」ことの最大の意義を考
えてみると、それは、弟子である学習者の積極
的な関与を引き出すことにある。「わざ」の世
界では、弟子は自ら学ぶ姿勢を持たなければ、
何も得ることができない。弟子には、師匠の評
価の意味する所を、全体の状況の中で捉え直し
自分のものにしていくという、不断の「解釈の
努力」が必要とされる。その努力の先に、師匠
を越える可能性、「人の働き」の涵養、未知の
構想が秘められている。
この本では、このような「わざ」の世界での
「教えない教育」が合わせ鏡になって、現在の
学校教育が抱える様々な問題が映し出されてゆ
く。結局、それらは「教え過ぎ」からもたらさ
れたものではないのか。それによって、子ども
達が本来持っていた「学ぶ力」が剥ぎ取られて
しまったからではないのか。
著者は問うている。「今の教師たちに、教え
ないで教育を成り立たせるだけの力量があるの
か」と。これは著者自身の自問でもある。あな
たはどう答えるか。この本を読みながら考えて
欲しい問題である。
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